
教
師
　
新
美
南
吉
論

都
　
築
　
久
義

は
じ
め
に

　
新
美
南
吉
が
勤
務
し
た
安
城
高
等
女
学
校
は
、
戦
後
の
学
制
改
革
で
共
学
の
愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
と
な
っ
た
が
、
わ
た
し
は
た
ま
た
ま

こ
の
学
校
を
卒
業
し
、
後
に
母
校
の
教
壇
に
立
っ
た
。
わ
た
し
が
高
校
時
代
を
過
ご
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
初
め
で
、
講
堂
な
ど
女
学

校
の
建
物
が
少
し
残
っ
て
い
た
も
の
の
、
新
美
南
吉
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
記
憶
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
か
ら
十
年
後
，
教
師
と
し
て
母
校

に
帰
っ
て
来
た
時
は
、
新
美
南
吉
は
有
名
人
だ
っ
た
。

　
彼
の
童
話
集
が
相
次
い
で
出
版
さ
れ
、
『
新
美
南
吉
全
集
』
全
八
巻
（
牧
書
店
昭
4
0
）
が
公
判
さ
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
名
声
と
評
判
は
高
ま
っ

て
い
た
。
彼
が
童
話
だ
け
で
な
く
小
説
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
な
ど
あ
ら
ゆ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
筆
を
染
め
て
い
た
こ
と
も
知
っ
た
。
中
学
時
代

か
ら
の
日
記
、
見
聞
録
、
ノ
ー
ト
も
公
開
さ
れ
、
こ
こ
に
ほ
ぼ
新
美
南
吉
の
生
涯
の
業
績
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
南
吉
の
年
譜
は
、

こ
の
全
集
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
編
ま
れ
た
も
の
を
調
べ
る
と
、
安
城
高
等
女
学
校
時
代
の
こ
と
が
空
白
に
近
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
年
譜
の
編

者
は
、
南
吉
の
日
記
を
も
と
に
し
て
作
製
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
日
記
に
は
年
譜
に
記
す
べ
き
事
項
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
わ
た
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し
は
母
校
に
勤
務
し
た
の
を
機
に
、
こ
の
年
譜
の
空
白
を
埋
め
よ
う
と
思
い
、
安
城
高
等
女
学
校
時
代
の
学
校
記
録
や
刊
行
物
な
ど
を
探
し
て

み
た
。

　
幸
い
こ
の
学
校
は
、
空
襲
や
戦
火
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
た
め
、
古
い
学
校
史
や
ア
ル
バ
ム
、
行
事
の
記
録
や
刊
行
物
が
、
宿
直
室
の
押
入
れ

に
未
整
理
の
ま
ま
木
箱
に
入
っ
て
残
っ
て
い
た
。
こ
の
箱
の
中
か
ら
『
安
城
高
女
学
報
』
の
綴
り
が
出
て
来
た
。
こ
の
新
聞
綴
り
を
発
見
し
た

時
の
興
奮
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。

　
『
安
城
高
女
学
報
』
（
以
下
『
学
報
』
）
は
、
昭
和
八
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
、
年
三
回
、
学
期
毎
に
発
行
さ
れ
た
生
徒
の
家
庭
向
け
タ
ブ
ロ
イ

ド
版
の
新
聞
で
あ
る
。
十
⊥
ハ
年
か
ら
年
二
回
に
な
り
、
頁
数
も
八
頁
か
ら
半
減
し
、
十
七
年
十
一
月
に
終
刊
し
た
が
、
毎
号
、
行
事
予
定
や
行

事
報
告
、
家
事
．
農
業
実
習
な
ど
の
進
度
予
定
表
も
載
っ
て
い
る
。
毎
年
、
学
年
初
め
の
『
学
報
』
に
は
「
職
員
諸
務
分
担
一
覧
表
」
が
掲
載

さ
れ
、
教
員
の
担
当
授
業
科
目
、
校
務
分
掌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
教
員
の
様
子
が
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
南
吉
の
在
職
中
の
動

向
が
は
っ
き
り
す
る
。

　
学
校
記
録
の
入
っ
て
い
た
木
箱
に
は
、
『
学
報
』
の
他
に
も
同
窓
会
報
や
南
吉
が
同
僚
と
旅
行
し
た
時
の
写
真
集
な
ど
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の

資
料
を
も
と
に
わ
た
し
は
年
譜
を
作
り
、
『
新
美
南
吉
ノ
ー
ト
　
安
城
高
女
時
代
』
（
昭
和
4
3
・
1
　
私
家
版
）
を
ま
と
め
、
『
日
本
児
童
文
学
』

（
昭
和
4
3
・
1
0
）
に
、
南
吉
の
戦
争
観
を
中
心
に
論
じ
た
「
戦
時
下
の
新
美
南
吉
」
を
発
表
し
た
。

　
率
直
に
い
っ
て
新
美
南
吉
の
童
話
に
つ
い
て
は
、
か
っ
て
も
今
も
格
別
な
興
味
も
関
心
も
持
っ
て
い
な
い
。
牧
書
店
版
八
巻
全
集
が
刊
行
さ

れ
た
後
、
『
校
定
新
美
南
吉
全
集
』
全
十
二
巻
と
別
巻
二
巻
（
大
日
本
図
書
　
昭
和
5
5
）
が
出
た
時
に
は
、
過
大
評
価
ぶ
り
に
驚
い
た
。

　
し
か
し
、
人
間
．
新
美
南
吉
、
な
か
ん
ず
く
教
師
と
し
て
の
南
吉
に
は
、
か
っ
て
も
今
も
強
い
関
心
と
興
味
が
あ
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
安

城
高
等
女
学
校
の
勤
務
時
代
に
焦
点
を
あ
て
、
一
、
教
育
者
　
新
美
正
八
、
二
、
文
学
者
　
新
美
南
吉
、
三
、
戦
時
下
の
教
師
と
文
学
者
と
い

う
観
点
で
、
新
美
南
吉
こ
と
新
美
正
八
を
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
、
な
お
本
稿
の
引
用
文
は
前
述
の
大
日
本
図
書
版
の
全
集
を
使
用
し
、
同
全

集
で
見
聞
録
、
ノ
ー
ト
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
文
章
も
「
日
記
」
と
し
て
扱
っ
た
。
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一
、
教
育
者
　
新
美
正
八

　
安
城
高
等
女
学
校
は
、
大
正
十
年
に
愛
知
県
碧
海
郡
安
城
町
が
創
立
し
、
三
年
後
に
愛
知
県
に
移
管
し
た
修
業
年
限
四
年
の
女
学
校
で
あ
る
。

学
則
に
よ
る
生
徒
定
員
は
四
百
名
、
各
学
年
百
名
で
あ
っ
た
が
、
年
度
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
っ
た
も
の
の
、
入
学
者
の
定
員
不
足
は
長
く
続
い

た
。
特
に
昭
和
十
年
前
後
の
数
年
間
は
五
十
名
そ
こ
そ
こ
に
激
減
し
、
昭
和
九
年
に
は
安
城
町
で
女
学
校
の
廃
校
問
題
が
議
論
さ
れ
た
ほ
ど
だ
。

　
し
か
し
、
南
吉
が
赴
任
し
た
次
の
昭
和
十
四
年
か
ら
入
学
者
が
増
え
、
〈
本
年
の
第
一
学
年
入
学
者
は
百
四
名
、
こ
れ
を
星
組
花
組
に
分
け

て
ゐ
ま
す
〉
と
、
同
年
二
学
期
号
の
『
学
報
』
は
伝
え
て
い
る
。
か
よ
う
な
小
さ
な
女
学
校
で
あ
っ
た
か
ら
、
教
職
員
の
数
も
十
五
名
た
ら
ず

と
い
う
少
な
さ
で
、
一
人
の
教
員
が
複
数
の
授
業
科
目
を
担
当
す
る
の
が
普
通
だ
っ
た
。
家
事
や
裁
縫
な
ど
の
授
業
科
目
の
関
係
で
、
女
子
教

員
が
多
か
っ
た
の
も
女
学
校
ら
し
い
、
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　
も
っ
と
も
、
女
学
校
で
あ
り
な
が
ら
農
業
実
習
が
正
科
の
授
業
科
目
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
当
地
が
日
本
の
デ
ン
マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
、
農
業

先
進
地
域
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
校
地
に
隣
接
し
て
二
十
四
ア
ー
ル
の
農
耕
地
が
あ
り
、
豚
舎
や
鶏
舎
ま
で
持
っ
て
、
全
学
年
に
農
業
実

習
を
課
し
て
い
た
女
学
校
だ
っ
た
。
校
訓
は
〈
一
、
教
養
あ
る
婦
人
た
れ
、
二
、
よ
く
働
く
婦
人
た
れ
〉
の
ニ
ケ
条
だ
が
、
〈
よ
く
働
く
婦
人

た
れ
V
の
校
訓
に
、
こ
の
学
校
と
地
域
の
事
情
が
う
か
が
え
る
。

　
新
美
南
吉
こ
と
新
美
正
八
が
こ
の
田
舎
の
小
さ
な
女
学
校
に
赴
任
し
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
四
月
で
あ
る
。
彼
は
二
年
前
、
東
京
外
国
語
学

校
英
語
部
文
科
を
卒
業
し
、
東
京
商
工
会
議
所
内
の
協
会
事
務
所
に
勤
め
た
が
、
半
年
後
に
喀
血
し
て
帰
郷
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

体
調
の
回
復
を
待
っ
て
、
小
学
校
の
代
用
教
員
や
飼
料
会
社
に
勤
務
し
な
が
ら
、
半
田
中
学
校
時
代
の
恩
師
に
依
頼
し
て
中
等
教
員
の
就
職
口

を
探
し
て
い
た
。
そ
の
念
願
が
や
っ
と
か
な
っ
て
の
赴
任
で
あ
る
。

　
新
美
正
八
は
赴
任
す
る
と
早
々
に
、
入
学
し
た
ば
か
り
の
一
年
生
五
十
余
名
の
担
任
を
命
ぜ
ら
れ
、
卒
業
ま
で
受
け
持
っ
た
。
校
務
は
図
書
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係
、
校
友
会
は
学
芸
部
顧
問
を
任
命
さ
れ
、
『
学
報
』
も
十
三
年
度
三
学
期
号
か
ら
編
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
年
目
の
授
業
は
英
語
、
国
語
、

農
業
実
習
。
た
だ
し
、
英
語
は
全
学
年
、
国
語
と
、
農
業
実
習
は
一
・
二
年
だ
っ
た
。
英
語
は
二
年
目
以
降
も
全
学
年
の
担
当
で
あ
っ
た
が
、

国
語
と
農
業
実
習
は
担
任
ク
ラ
ス
が
中
心
に
な
っ
た
。

　
彼
は
外
国
語
学
校
英
語
部
出
身
で
、
教
員
免
許
も
英
語
で
あ
り
な
が
ら
、
英
語
の
授
業
に
あ
ま
り
興
味
も
自
信
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
女
学

校
の
先
生
に
な
っ
て
一
年
も
た
っ
て
い
る
の
に
、
日
記
に
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
頃
英
語
の
授
業
に
も
や
・
興
が
持
て
て
き
た
。
自
信
も
出
来
て
き
た
。
今
日
一
年
の
時
計
の
課
を
終
わ
る
。

（
十
四
年
二
月
四
日
）

　
こ
れ
で
は
い
さ
さ
か
心
も
と
な
い
英
語
教
師
だ
。
し
か
し
、
国
語
や
作
文
の
授
業
は
自
信
も
あ
れ
ば
力
も
入
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
特
に
作
文

に
つ
い
て
は
、

一
年
間
見
て
や
つ
て
来
た
の
に
、
自
分
と
し
て
は
一
ば
ん
情
熱
を
こ
め
て
や
つ
て
来
た
の
に
、

て
来
て
ゐ
る
だ
ら
う
と
思
ふ
と
う
た
・
情
け
な
か
つ
た
。

と
書
い
て
い
る
。
作
文
だ
け
で
な
く
、
詩
も
作
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
初
に
書
か
し
た
作
文
と
ど
れ
だ
け
違
つ

（
十
四
年
一
月
十
六
日
）

作
文
を
二
時
間
や
る
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
（
略
）
、
二
時
間
目
は
校
庭
に
出
し
て
詩
を
作
ら
し
た
。
（
略
）
早
速
書
け
た
詩
を
見
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る
と
感
覚
的
に
す
ぐ
れ
た
詩
が
多
い
の
で
張
合
が
出
た
。

（
十
四
年
一
月
十
一
日
）

　
こ
の
生
徒
の
様
子
を
見
て
〈
一
月
毎
に
自
由
詩
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
ら
う
と
決
心
〉
（
一
月
三
十
日
）
し
て
、
生
徒
の
作
品
が
集
ま
る
と
、

自
ら
三
十
篇
撰
ん
で
原
紙
を
切
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
で
き
あ
が
っ
た
ガ
リ
版
詩
集
第
一
号
が
『
雪
と
ひ
ば
り
』
だ
。
わ
ら
半
紙

四
折
（
B
5
版
）
、
十
枚
二
十
頁
と
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
自
分
も
自
作
の
詩
を
寄
せ
た
。

　
引
き
続
き
三
月
に
「
縁
側
の
針
」
、
四
月
に
「
沈
丁
花
と
卵
」
、
五
月
に
「
麦
笛
」
、
六
月
に
「
五
月
雨
の
土
蔵
」
と
、
予
定
通
り
に
毎
月
一

冊
ず
つ
発
行
し
た
が
、
九
月
の
「
星
祭
り
」
で
つ
い
に
終
刊
し
た
。
「
終
刊
の
辞
」
で
〈
詩
が
続
か
な
く
て
止
め
る
の
で
は
な
い
。
紙
が
足
り

な
い
か
ら
止
め
る
の
で
す
。
〉
と
、
述
べ
て
い
る
通
り
、
戦
時
下
の
紙
不
足
で
、
も
は
や
続
刊
で
き
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　
ク
ラ
ス
詩
集
の
発
行
が
出
来
な
く
な
る
と
、
彼
は
ま
た
新
た
な
計
画
を
立
て
る
。

計
画
。
少
年
少
女
の
読
み
物
を
月
に
若
干
ず
つ
買
ふ
。
そ
れ
を
二
年
生
に
貸
し
て
読
ま
せ
る

「
支
那
寓
話
集
」
、
「
ワ
イ
ル
ド
童
話
集
」
を
買
ふ
。

（
略
）
先
づ
フ
ロ
ー
ベ
ル
の
「
三
つ
の
物
語
」

（
十
五
年
一
月
二
十
五
日
）

彼
は
こ
う
し
て
積
極
的
に
生
徒
に
接
し
、
生
徒
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
が
、
こ
う
し
た
教
育
の
姿
勢
と
立
場
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

僕
の
教
育
は
芸
術
家
的
な
教
育
だ
。
僕
の
日
記
は
芸
術
家
的
な
日
記
だ
。
僕
は
二
年
教
育
に
た
つ
さ
わ
つ
て
来
た
が
ま
だ
教
育
者
の
や
う

に
教
へ
、
教
育
者
の
や
う
に
物
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
僕
は
し
ん
か
ら
の
芸
術
家
的
だ
。
そ
の
質
は
兎
も
角
と
し
て
。

一39一



（
十
五
年
一
月
十
三
日
）

　
彼
が
ど
の
よ
う
な
教
育
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
〈
僕
の
教
育
は
芸
術
家
的
教
育
だ
〉
と
思
っ
て
い
た
か
は
と
も
か
く
、
文
学
教
育
に
情
熱
を
傾

け
て
い
た
こ
と
と
、
専
門
の
英
語
の
授
業
よ
り
、
得
意
な
国
語
や
作
文
の
授
業
の
方
に
力
を
入
れ
、
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。

　
生
徒
詩
集
を
出
し
た
の
は
、
文
学
教
育
に
情
熱
を
傾
け
た
所
産
で
あ
り
、
そ
の
熱
意
は
た
し
か
に
際
だ
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
詩
集
に
載
っ

て
い
る
の
は
ク
ラ
ス
全
員
で
は
な
い
。
第
一
号
こ
そ
ク
ラ
ス
の
半
数
に
近
い
二
十
余
名
の
名
前
が
出
て
い
る
も
の
の
、
二
号
以
下
は
頁
数
が
半

減
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
載
っ
て
い
る
の
は
常
連
の
十
名
ほ
ど
だ
。
つ
ま
り
こ
の
詩
集
は
、
ク
ラ
ス
の
中
の
数
少
な
い
文
学
少
女
だ
け
の
も
の

だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
女
た
ち
に
と
っ
て
は
、
新
美
正
八
は
、
尊
敬
す
る
大
好
き
な
先
生
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
一
方
、
国
語
が
不
得
意
な
生
徒
や
、
作
文
や
詩
が
苦
手
な
生
徒
に
し
て
み
れ
ば
、
作
文
や
詩
ば
か
り
書
か
せ
る
嫌
な
先
生
だ
っ
た
に
ち
が
い

な
い
。
田
舎
の
女
学
校
に
は
珍
し
い
、
東
京
外
国
語
学
校
出
身
の
若
い
英
語
教
師
に
、
熱
心
な
英
語
の
授
業
を
求
め
て
い
た
生
徒
た
ち
は
、
き
っ

と
失
望
し
た
で
あ
ろ
う
。
文
学
好
き
な
少
女
に
ば
か
り
目
を
か
け
、
彼
の
原
稿
の
清
書
ま
で
さ
せ
た
り
し
て
エ
コ
ひ
い
き
を
し
て
い
た
正
八
に
、

不
快
な
思
い
を
抱
い
て
い
た
生
徒
も
少
な
く
な
か
ろ
う
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
彼
は
生
徒
を
平
等
に
扱
わ
な
か
っ
た
し
、
皆
ん
な
か
ら
好
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
誰
か
ら
も
好
か
れ
る

先
生
が
教
師
と
し
て
立
派
か
ど
う
か
は
別
な
こ
と
だ
。
個
性
や
独
特
の
教
育
観
を
持
っ
て
い
る
教
師
は
、
嫌
ら
わ
れ
も
す
る
が
、
生
徒
に
強
烈

な
イ
ン
パ
ク
ト
も
与
え
る
。
新
美
正
八
が
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
は
た
し
か
だ
。
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二
、
文
学
者
　
新
美
南
吉

新
美
南
吉
が
安
城
高
等
女
学
校
へ
の
就
職
内
定
の
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
、
昭
和
十
三
年
三
月
六
日
で
あ
る
。
そ
の
喜
び
と
今
後
の
決
意
を
、



次
の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て
い
る
。

　
　
佐
治
先
生
が
遠
藤
先
生
の
宅
に
参
ら
れ
、
僕
を
呼
ん
で
今
日
や
つ
と
縣
の
方
の
話
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
で
遂
に
話
が
き
ま
つ
た

　
　
の
で
あ
る
。
下
手
な
小
説
は
も
う
書
け
な
く
な
つ
た
。
一
つ
い
い
事
が
あ
れ
ば
一
つ
悪
い
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
。
が
、
む
ろ
ん
後
の
方
の

　
　
不
都
合
は
何
で
も
な
い
こ
と
だ
。
（
略
）
こ
れ
で
も
う
体
も
あ
ま
り
無
茶
は
出
来
ぬ
。

　
と
こ
ろ
が
、
〈
下
手
な
小
説
は
も
う
書
け
な
く
な
つ
た
V
と
い
う
決
意
は
、
は
や
く
も
一
年
後
に
は
旧
友
か
ら
の
手
紙
で
揺
ら
ぎ
始
め
る
。

巽
さ
ん
と
江
口
か
ら
手
紙
が
来
て
い
た
。
（
略
）
江
口
の
は
ハ
ル
ビ
ン
日
日
新
聞
の
文
芸
部
に
は
い
つ
た
か
ら
、
原
稿
を
遅
れ
と
い
ふ
の

で
あ
つ
た
。
コ
ン
ト
で
も
童
話
で
も
詩
で
も
な
ん
で
も
よ
い
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
四
年
四
月
二
十
三
日
）

　
〈
江
口
〉
と
は
東
京
時
代
の
文
学
仲
間
で
、
明
治
大
学
出
身
の
江
口
榛
一
だ
。
ハ
ル
ビ
ン
日
日
新
聞
は
旧
満
州
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
で

あ
る
。
旧
友
か
ら
と
は
い
え
、
一
般
紙
か
ら
の
原
稿
依
頼
に
気
分
を
よ
く
し
、
原
稿
を
〈
す
ぐ
に
江
口
の
と
こ
ろ
へ
送
つ
た
〉
（
五
月
七
日
）

と
い
う
。

　
最
初
に
送
っ
た
原
稿
は
、
「
最
後
の
胡
弓
弾
き
」
だ
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
ば
か
り
の
間
に
、
「
花
を
埋
め
る
」
や
「
久
助
君
の
話
」
と
い
っ
た

童
話
や
小
説
六
編
の
他
、
い
く
つ
か
の
詩
も
寄
稿
し
た
。

　
同
紙
は
い
わ
ゆ
る
外
地
の
新
聞
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
地
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
久
び
さ
の
創
作
活
動
が
、
文
学
熱
に

火
を
つ
け
、
最
初
の
決
意
も
覚
悟
も
忘
れ
さ
せ
た
。
赴
任
し
て
三
年
目
に
な
る
と
、
巽
聖
歌
に
こ
ん
な
手
紙
を
出
す
。
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今
日
か
ら
授
業
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
授
業
と
一
緒
に
創
作
活
動
も
は
じ
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
十
五
年
四
月
六
日
）

　
巽
聖
歌
は
昭
和
六
年
九
月
、
童
謡
雑
誌
『
チ
チ
ノ
キ
』
加
入
を
通
じ
て
懇
意
に
な
り
、
上
京
し
て
交
友
を
深
め
た
文
学
仲
間
の
先
輩
だ
。

　
そ
の
巽
聖
歌
が
『
新
児
童
文
化
』
の
創
刊
を
企
画
す
る
と
さ
っ
そ
く
南
吉
に
、
原
稿
を
依
頼
し
て
き
た
。
『
新
児
童
文
化
』
第
一
冊
（
創
刊
号
）

は
十
二
月
に
発
行
さ
れ
、
南
吉
の
「
川
」
は
、
小
川
未
明
や
坪
田
譲
治
の
作
品
と
並
ん
で
掲
載
さ
れ
た
う
え
、
新
聞
広
告
に
新
美
南
吉
の
名
前

が
載
る
と
い
う
、
初
め
て
の
体
験
も
し
た
。

巽
の
編
集
し
た
”
新
児
童
文
化
”
の
広
告
が
出
て
ゐ
た
。
僕
の
名
も
見
え
る
。
う
れ
し
い
の
で
あ
る
。

の
隣
の
部
屋
に
ゐ
る
こ
と
を
忘
れ
る
な
。

実
は
う
れ
し
い
こ
と
が
同
じ
時
に
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
江
口
榛
一
の
斡
旋
で
、
「
銭
」
が
『
婦
女
界
』

つ
い
に
南
吉
の
作
品
は
全
国
誌
に
載
り
、
新
聞
広
告
に
ま
で
名
前
が
で
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
や
尤
奮
す
る
の
は
よ
せ
。
“
死
”

（
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）

の
十
二
月
号
に
載
っ
た
の
で
あ
る
。

婦
女
界
に
”
銭
”
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
と
、
新
児
童
文
化
に
”
川
”
が
の
る
こ
と
、
そ
れ
だ
け
の
「
成
功
」
に
こ
の
頃
の
僕
は
酔
つ
て
ゐ

る
。
杯
に
二
三
杯
の
む
と
も
う
酒
に
酔
つ
て
し
ま
ふ
が
、
成
功
に
対
し
て
も
こ
ん
な
に
弱
い
の
か
、
何
と
不
甲
斐
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
）
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南
吉
の
喜
び
よ
う
が
目
に
浮
か
ぶ
が
、
う
れ
し
い
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
今
度
は
学
習
社
か
ら
処
女
出
版
の
話
が
あ
っ
た
。
そ

の
経
緯
は
定
か
で
な
い
が
、
十
六
年
一
月
五
日
の
日
記
に
、
〈
昨
夜
か
ら
「
良
寛
さ
ん
」
を
書
き
出
し
た
〉
と
あ
る
か
ら
、
正
月
か
ら
書
き
始

め
た
よ
う
だ
。
〈
皇
国
民
錬
成
に
必
要
な
一
大
文
化
文
庫
〉
と
銘
打
っ
た
学
習
社
文
庫
の
一
巻
と
し
て
『
良
寛
物
語
　
手
鞠
と
鉢
の
子
』
が
世

に
出
た
の
は
、
十
六
年
十
月
一
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

『
良
寛
物
語
　
手
鞠
と
鉢
の
子
』
に
続
い
て
、
童
話
集
『
お
ち
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
一
年
後
の
十
七
年
十
月
十
日
で
あ

る
。
書
き
下
ろ
し
三
編
を
含
む
、
七
編
を
収
録
し
た
最
初
の
童
話
集
だ
。
発
行
元
は
有
光
社
。
先
述
の
『
新
児
童
文
化
』
も
同
社
か
ら
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
巽
聖
歌
が
親
し
く
し
て
い
た
出
版
社
で
あ
る
。
南
吉
は
〈
こ
の
本
が
出
る
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
私
の
先
輩
の
巽
聖
歌
さ
ん
が

童
話
集
を
一
冊
ま
と
め
る
や
う
に
と
私
に
す
・
め
下
さ
つ
て
、
有
光
社
と
も
話
を
つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
〉
と
、
「
あ
と
が
き
」
で
書
い
て
い
る
。

本
の
大
き
さ
は
B
6
版
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
で
普
通
だ
が
、
装
頓
と
挿
画
が
棟
方
志
功
と
い
う
の
が
異
色
だ
。
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
が
光
彩
を
放
ち
、

戦
時
下
の
童
話
集
と
は
思
え
ぬ
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
結
局
『
お
ち
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
が
生
前
の
最
後
の
本
と
な
っ
た
が
、
本
の
印
税
が
入
る
と
南
士
口
は
用
務
員
に
鶏
飯
を
作
っ
て
も
ら
い
、
職

員
全
員
に
振
舞
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
得
意
満
面
で
自
慢
し
た
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
職
員
へ
の
別
れ
の
あ
い
さ
つ
と
感
謝
の
つ
も
り
だ
っ

た
か
。
前
者
な
ら
イ
ヤ
味
だ
が
、
後
者
な
ら
イ
キ
な
こ
と
だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ま
も
な
く
し
て
死
の
床
に
つ
き
、
最
期
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ

て
、
巽
聖
歌
に
手
紙
を
送
っ
た
。
死
の
一
カ
月
前
、
十
八
年
二
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ
る
。
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書
留
で
、
新
し
い
の
も
古
い
の
も
、
童
話
で
な
い
の
も
、

で
き
さ
う
で
し
た
ら
、
作
つ
て
下
さ
い
。

と
も
か
く
手
許
に
あ
る
も
の
を
全
部
送
り
ま
し
た
。
い
い
の
だ
け
拾
つ
て
一
冊

こ
の
最
期
の
願
い
は
『
牛
を
つ
な
い
だ
椿
の
木
』
（
大
和
書
店
　
昭
和
1
8
．
1
0
）
と
し
て
か
な
え
ら
れ
た
。



　
同
じ
時
に
与
田
準
一
の
世
話
で
『
花
の
木
村
と
盗
人
た
ち
』
（
昭
和
1
8
・
9
　
帝
国
教
育
会
出
版
部
）
も
公
刊
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
『
赤
い
鳥
』

掲
載
作
品
が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
は
南
吉
が
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
は
文
字
通
り
命
を
削
っ
て
書
き
下
ろ
し
た
作

品
も
数
多
く
収
録
さ
れ
、
南
吉
の
か
く
こ
と
へ
の
執
念
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
彼
は
、
か
つ
て
〈
大
衆
文
学
か
純
文
学
か
ー
こ
い
つ
が
問
題
だ
〉
と
言
い
、
〈
二
者
何
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
〉
（
十
二
年
十

月
十
六
日
）
と
迷
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
児
童
文
学
を
目
指
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
〈
余
の
理
想
は
、
希
望
は
大
芸
術
家
〉
（
四
年
一
月
二

十
五
日
）
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
決
し
て
童
話
作
家
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
前
の
彼
が
さ
さ
や
か
な
「
成

功
」
に
酔
い
、
文
学
的
名
声
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
児
童
文
学
で
あ
り
童
話
作
家
と
し
て
で
あ
っ
た
の
は
、
皮
肉
で
あ
ろ
う
か
。

　
実
は
前
引
の
大
衆
文
学
か
純
文
学
か
〈
二
者
何
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
〉
と
書
い
た
後
、
〈
何
れ
に
対
す
る
自
信
は
な
い
の
で
あ
る
〉
と
素
直
に

告
白
し
て
い
る
。
た
し
か
に
南
吉
は
、
大
衆
文
学
や
純
文
学
を
書
く
に
は
、
あ
ま
り
に
も
生
活
体
験
も
思
想
体
験
も
貧
弱
だ
。
文
学
仲
間
も
、

中
学
時
代
の
『
赤
い
鳥
』
の
投
稿
で
知
っ
た
連
中
と
そ
の
周
辺
だ
け
だ
っ
た
。
田
舎
の
女
学
校
の
教
師
の
中
に
「
文
学
」
を
語
れ
る
同
僚
も
い

な
か
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
児
童
文
学
で
あ
れ
、
童
話
作
家
で
あ
れ
、
文
学
者
と
し
て
名
を
残
し
た
こ
と
は
事
実
だ
か
ら
、
少
年
時
代
の
夢
は
達

成
し
た
と
い
え
よ
う
。
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三
、
戦
時
下
の
教
師
と
文
学
者

　
新
美
南
吉
が
安
城
高
等
女
学
校
に
赴
任
し
た
昭
和
十
三
年
四
月
と
い
え
ば
、
前
年
の
七
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。
政

府
は
国
家
総
動
員
法
を
公
布
し
、
本
格
的
な
戦
時
体
制
を
敷
き
、
し
だ
い
に
強
化
し
て
い
た
。
新
聞
は
連
日
、
中
国
大
陸
の
戦
況
を
大
き
く
報

道
し
、
雑
誌
も
毎
月
、
戦
争
特
集
を
組
み
、
文
芸
雑
誌
ま
で
も
文
学
者
の
従
軍
記
や
現
地
報
告
を
満
載
し
、
世
相
は
「
戦
争
」
が
日
常
化
し
、

時
代
は
「
非
常
時
」
と
呼
ば
れ
た
。



　
む
ろ
ん
安
城
高
等
女
学
校
で
も
、
銃
後
の
日
、
事
変
一
周
年
、
南
京
陥
落
一
周
年
な
ど
の
折
々
に
、
校
長
が
訓
話
を
し
た
り
、
現
地
報
告
の

講
演
会
を
開
い
て
、
戦
争
気
運
を
盛
上
げ
た
。
生
徒
た
ち
は
神
社
の
清
掃
、
公
共
施
設
へ
の
勤
労
奉
仕
を
さ
せ
ら
れ
兵
士
へ
の
慰
問
文
、
慰
問

袋
の
作
製
が
課
せ
ら
れ
、
出
征
兵
士
の
家
族
の
慰
問
、
陸
軍
病
院
の
傷
病
兵
士
の
見
舞
い
な
ど
に
も
行
か
さ
れ
た
。
戦
時
下
の
様
相
は
女
学
校

に
も
色
濃
く
漂
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
日
中
戦
争
が
泥
沼
化
し
て
く
る
と
、
校
内
に
〈
積
極
的
な
銃
後
の
活
動
団
体
〉
（
『
学
報
』
昭
1
6
・
1
0
）
と
し
て
学
校
報
国
隊
が
結
成

さ
れ
る
に
及
ん
で
、
も
は
や
学
校
も
戦
争
一
色
に
な
り
、
太
平
洋
戦
争
下
で
は
、
男
子
学
生
は
学
徒
出
陣
で
戦
地
に
向
か
い
、
女
学
生
は
勤
労

学
徒
と
し
て
軍
需
工
場
に
動
員
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
安
城
高
等
女
学
校
で
学
徒
動
員
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
十
八
年
十
月
か
ら
で
、
十
九
年

一
月
に
は
女
子
挺
身
隊
が
結
成
さ
れ
た
。

　
女
子
学
生
の
勤
労
動
員
が
始
ま
っ
た
十
八
年
十
月
に
は
、
南
吉
は
す
で
に
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
が
、
先
述
の
勤
労
奉
仕
や
病
院
慰
問
に
は

引
率
し
て
、
真
面
目
に
教
師
の
務
め
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
日
記
を
見
て
も
、
戦
争
や
戦
争
体
制
へ
の
批
判
は
も
と
よ
り
、
時

局
や
時
流
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
書
い
て
い
な
い
。
ひ
と
つ
だ
け
目
を
引
い
た
の
は
、
青
年
学
校
生
徒
に
向
け
、
講
堂
で
行
わ
れ
た
軍
人
の
時

局
講
演
会
に
対
す
る
手
厳
し
い
感
想
だ
。
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こ
の
頃
は
や
り
の
何
で
も
か
ん
で
も
日
本
は
有
り
難
い
国
、
よ
い
国
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
西
洋
は
個
人
主
義
の
嫌
ら
し
い
国
と
い
ふ
千

ぺ
ん
一
律
の
話
を
す
る
く
そ
面
白
く
な
い
会
の
一
つ
だ
。
（
略
）
み
ん
な
日
本
の
よ
い
国
で
あ
る
こ
と
を
納
得
し
、
支
那
は
や
つ
つ
け
ら

れ
て
ゐ
る
こ
と
、
米
国
も
英
国
も
お
恐
る
・
に
足
り
な
い
こ
と
を
納
得
し
、
つ
い
に
会
は
終
を
つ
げ
た
の
だ
。
現
代
日
本
の
風
景
、
何
と

い
ふ
暗
い
、
何
と
い
ふ
非
文
化
的
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
年
二
月
十
五
日
）



　
東
京
外
国
語
学
校
出
身
で
西
洋
を
勉
強
し
て
き
た
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
〈
な
ん
で
も
か
ん
で
も
西
洋
は
個
人
主
義
の
嫌
ら
し
い
国
〉
と
非
難

さ
れ
て
は
、
く
そ
面
白
く
な
か
っ
た
の
も
当
然
だ
。
さ
す
が
に
英
語
教
師
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
、
病

院
慰
問
に
引
率
し
、
患
者
の
中
に
女
生
徒
を
ひ
や
か
す
者
を
見
た
時
、
南
吉
の
心
況
が
一
変
し
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、
び
っ
く
り
し
た
。

　
彼
等
は
野
卑
で
あ
つ
た
。
中
学
校
で
は
落
第
し
た
や
う
な
連
中
が
か
う
で
あ
る
。
新
聞
や
雑
誌
の
講
演
会
が
伝
へ
る
、
あ
の
勇
敢
な
、

お
国
の
為
に
身
命
を
賭
け
て
戦
つ
て
く
れ
る
兵
士
達
と
、
こ
の
人
達
を
同
人
で
あ
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
は
れ
な
か
つ
た
。
政
府
が
最
近

に
な
つ
て
、
全
体
主
義
、
滅
法
奉
公
、
忠
君
愛
国
と
い
ふ
こ
と
を
、
手
を
拍
ち
口
を
酸
く
し
て
唱
へ
は
じ
め
た
理
由
が
よ
く
わ
か
つ
た
。

僕
も
学
校
で
日
本
の
よ
さ
を
説
き
、
お
国
の
た
め
に
死
ぬ
こ
と
の
尊
さ
を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
年
十
二
月
八
日
）

　
奇
し
く
も
こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
一
年
前
の
日
記
だ
。
彼
が
こ
の
後
、
ど
れ
ほ
ど
〈
学
校
で
日
本
の
よ
さ
を
説
き
、
お
国
の
た
め
に
死

ぬ
こ
と
の
尊
さ
を
強
調
〉
し
た
か
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
一
文
だ
け
で
も
、
彼
が
い
か
に
時
の
政
府
の
方
針
に
忠
実
な
教
師
で
あ
っ
た

か
は
明
白
で
あ
る
。

　
そ
れ
か
ら
一
年
後
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
日
本
は
米
英
に
宣
戦
布
告
し
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
と
な
っ
た
の
は
周
知
の
通
り
だ
。

い
よ
い
よ
は
じ
ま
つ
た
か
と
思
つ
た
。
何
故
か
体
が
が
く
が
く
懐
へ
た
。
ば
ん
ざ
あ
い
と
大
声
で
叫
び
な
が
ら
駆
け
出
し
た
い
や
う
な
衝

動
を
受
け
た
。
（
略
）
生
徒
た
ち
は
喜
び
の
声
を
あ
げ
た
。
何
し
ろ
一
般
に
わ
く
わ
く
し
て
ゐ
た
。
う
れ
し
げ
な
多
少
は
う
わ
つ
い
た
気

分
が
流
れ
て
ゐ
た
。
ラ
ジ
オ
は
終
日
ニ
ュ
ー
ス
の
間
に
軍
歌
を
奏
で
つ
づ
け
た
。
ま
る
で
お
祭
り
気
分
で
戦
争
に
は
い
つ
て
い
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
六
年
十
二
月
十
二
日
）
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こ
こ
に
も
時
局
に
従
順
だ
っ
た
南
吉
が
彷
沸
と
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
、
当
時
の
多
く
の
日
本
人
の
正
直
な
感
慨
だ
っ
た
。
緒
戦

の
日
本
の
勝
利
に
人
び
と
は
歓
喜
し
、
毎
日
の
戦
況
の
報
道
に
、
誰
も
が
関
心
を
持
っ
て
見
守
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
か
ら
西
洋
の
植

民
地
を
開
放
し
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
作
る
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
し
、
納
得
し
や
す
か
っ
た
。

　
南
吉
も
、
〈
対
米
英
戦
に
ひ
ど
く
興
味
を
持
つ
て
ゐ
て
、
夕
飯
が
す
む
と
火
鉢
の
そ
ば
で
綿
密
に
朝
刊
夕
刊
を
読
V
（
昭
1
6
・
1
2
・
2
4
）
み
、

人
並
み
に
時
局
や
戦
況
に
関
心
を
示
し
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
だ
が
、
彼
が
い
ち
ば
ん
気
が
か
り
だ
っ
た
の
は
自
分
の
健
康
の
こ
と
だ
っ
た
。
す
で
に
十
六
年
か
ら
、
体
調
が
少
し
ず
つ
悪
く
な
り
、
し
ば

し
ば
学
校
も
休
む
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
日
記
（
昭
和
1
6
・
7
・
3
）
に
も
「
死
」
と
い
う
言
葉
が
見
え
始
め
、
年
の
暮
、
十
二
月
二
十
三
日
、

小
便
の
異
常
に
気
づ
く
と
、
腎
臓
病
の
悪
化
を
思
い
、
〈
す
ぐ
死
を
観
念
し
た
〉
と
日
記
に
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
年
明
け
の
十
七
年
一
月
十
日
、

小
便
に
出
血
を
見
て
、
〈
死
を
見
つ
め
る
〉
よ
う
に
な
っ
た
。
思
え
ば
昭
和
十
⊥
ハ
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
よ
っ
て
、
「
大
日
本

帝
国
」
の
破
滅
が
始
ま
っ
た
が
、
偶
然
に
も
時
を
同
じ
く
し
て
、
新
美
南
吉
の
肉
体
の
崩
壊
も
進
行
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
血
尿
を
見
た
後

の
日
記
に
、
彼
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
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朝
め
が
さ
め
る
と
す
ぐ
病
気
の
こ
と
が
頭
に
来
た
。
し
か
し
恐
怖
感
は
な
か
つ
た
。
”
死
”
に
も
馴
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
だ
な
と
思

つ
た
。
ち
や
う
ど
、
貧
乏
や
失
恋
に
馴
れ
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
に
。

昨
日
か
ら
新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
腎
臓
結
核
（
つ
ま
り
死
）
と
の
新
婚
生
活
が
。
今
日
は
そ
の
第
二
日
目
と
い
ふ
わ
け

だ
。
新
生
活
に
と
も
な
ふ
興
奮
が
今
も
つ
づ
い
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
七
年
一
月
十
二
日
）

太
平
洋
戦
争
の
状
況
は
、
昭
和
十
七
年
の
初
め
に
は
、
日
本
軍
は
マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ
ワ
、
ビ
ル
マ
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
の
各



地
域
を
占
領
し
て
破
竹
の
勢
い
を
見
せ
て
い
た
。
が
、
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
エ
ー
海
戦
の
敗
戦
で
戦
局
は
転
機
を
迎
え
、
敗
退
へ
向
か
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
間
、
国
内
で
は
大
政
翼
賛
会
が
結
成
さ
れ
、
文
学
界
に
も
日
本
文
学
報
国
会
が
生
ま
れ
、
総
力
戦
体
制
と
な
っ
て
行
っ
た
が
、
南
吉

の
日
記
で
は
、
戦
争
の
こ
と
も
戦
時
体
制
の
こ
と
も
関
心
外
で
あ
っ
た
。

　
唯
一
ふ
れ
て
い
る
の
は
空
襲
の
こ
と
だ
。
米
軍
の
日
本
本
土
へ
の
空
襲
が
始
ま
っ
た
の
は
、
十
七
年
四
月
十
八
日
。
全
国
各
地
の
空
襲
の
状

況
は
新
聞
で
も
報
道
さ
れ
、
名
古
屋
に
も
焼
夷
弾
が
落
と
さ
れ
た
。
翌
十
九
日
に
は
当
地
で
も
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
が
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

前
章
で
述
べ
た
『
お
ち
い
さ
ん
の
ラ
ン
プ
』
の
出
版
の
話
が
進
ん
で
い
た
。
折
し
も
原
稿
を
東
京
へ
送
っ
た
矢
先
だ
っ
た
。
そ
の
日
の
日
記
の

一
文
が
、
当
時
の
南
吉
の
心
境
を
端
的
に
語
り
、
印
象
的
だ
。

空
襲
さ
わ
ぎ
で
出
版
が
お
ち
ゃ
ん
に
な
ら
ね
ば
よ
い
が
と
思
つ
た
。

（
十
七
年
四
月
十
九
日
）
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自
分
の
生
命
が
今
や
終
末
に
近
づ
い
て
い
た
の
だ
か
ら
、
戦
争
の
動
向
も
、
日
本
の
行
く
末
も
関
心
が
な
か
っ
た
。
他
人
の
悲
劇
な
ど
ど
う

で
も
よ
く
、
初
め
て
の
童
話
集
の
出
版
の
こ
と
だ
け
が
心
配
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
人
間
の
ギ
リ
ギ
リ
の
本
性
が
露
呈
し
て
い
る
。

　
新
美
南
吉
の
病
気
が
悪
化
し
て
、
分
限
免
職
の
辞
令
を
受
け
取
っ
た
の
は
十
八
年
二
月
十
日
、
そ
れ
か
ら
一
カ
月
余
り
後
の
三
月
二
十
二
日
、

三
十
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　
新
美
南
吉
の
安
城
高
等
女
学
校
在
職
の
五
年
間
を
思
い
起
す
と
、
最
初
の
二
年
間
は
教
師
で
あ
っ
た
が
、
三
年
目
か
ら
の
二
年
間
は
文
学
に

目
が
向
い
て
い
た
。
そ
し
て
最
期
の
一
年
間
は
自
ら
の
死
と
の
対
峙
で
あ
つ
た
。
こ
の
五
年
間
は
戦
争
の
時
代
で
も
あ
っ
た
が
、
彼
は
状
況
に

順
応
こ
そ
す
れ
、
時
代
に
逆
ら
う
意
志
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
時
代
を
見
つ
め
る
余
裕
す
ら
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
少
年
時
代
か
ら
の
夢
だ
け
を
追

い
た
だ
け
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
南
吉
を
戦
争
や
体
制
へ
の
順
逆
の
基
準
で
評
価
す
る
こ
と
は
無
意
味
な
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
は
当
時
の
教
師



と
し
て
、
あ
る
い
は
一
人
の
日
本
人
と
し
て
当
然
の
振
舞
を
し
た
だ
け
で
あ
る
。
新
美
南
吉
は
、
田
舎
の
女
学
校
教
師
に
し
て
は
文
学
的
閲
歴

が
立
派
す
ぎ
る
し
、
文
学
的
野
心
が
あ
り
す
ぎ
た
。
文
学
的
野
心
や
名
声
欲
が
大
き
い
の
に
、
文
学
的
、
思
想
的
体
験
は
あ
ま
り
に
も
貧
し
す

ぎ
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
気
の
毒
な
こ
と
は
、
実
像
と
か
け
離
れ
た
評
価
が
没
後
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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